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日
本
中
世
史
研
究
は
日
本
研
究
の
一
部
で
あ
る
の
で
、
ロ
シ
ア
に
お
け
る
日
本
研
究
史
か
ら
始
め
た
い
と
思
う
。
ロ
シ
ア
人
が
最
初
に
日
本

に
関
す
る
情
報
を
得
た
の
は
一
七
世
紀
の
中
ご
ろ
で
あ
っ
た
。
一
六
七
○
年
、
『
宇
宙
誌
』
が
刊
行
さ
れ
た
。
世
界
の
主
な
国
々
に
関
す
る
詳

細
な
記
述
が
載
っ
て
い
た
。
第
七
十
章
、
「
日
本
、
（
も
し
く
は
日
本
島
に
つ
い
て
）
に
は
、
日
本
の
地
理
的
な
位
置
、
気
候
、
動
物
ｌ
植
物

界
、
統
治
制
度
、
産
業
、
宗
教
、
日
本
人
の
感
情
、
習
慣
、
日
本
人
と
ス
ペ
イ
ン
人
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
、
オ
ラ
ン
ダ
人
と
の
関
係
な
ど
に
つ
い

て
の
資
料
が
載
っ
て
い
た
。
中
に
は
不
正
確
な
情
報
も
あ
っ
た
。
ま
た
一
七
世
紀
に
は
初
め
て
ロ
シ
ア
の
地
図
上
に
日
本
が
表
記
さ
れ
た
。
ポ

リ
ャ
コ
ー
フ
は
一
六
七
三
年
に
、
イ
デ
ス
は
一
六
九
五
年
に
、
レ
メ
ゾ
フ
は
一
六
九
九
年
に
そ
れ
ぞ
れ
地
図
を
作
成
し
て
日
本
を
描
い
た
。
製

図
師
の
レ
メ
ゾ
フ
は
ア
ム
ー
ル
河
口
に
相
対
す
る
「
一
島
の
日
本
島
」
を
記
載
し
た
。
ス
パ
フ
ァ
リ
イ
は
一
六
七
五
年
に
外
交
上
の
指
令
に

よ
っ
て
北
京
へ
出
張
し
た
。
彼
は
中
国
の
情
勢
だ
け
で
は
な
く
、
イ
ン
ド
と
日
本
に
関
す
る
情
報
を
収
集
し
た
。
一
六
七
八
年
、
ス
。
ハ
フ
ァ
リ

ィ
は
モ
ス
ク
ワ
に
戻
り
、
旅
行
日
誌
と
報
告
書
の
二
つ
の
文
書
を
外
務
省
に
提
出
し
た
。
日
本
に
関
し
て
、
『
宇
宙
誌
』
よ
り
も
い
っ
そ
う
信

頼
す
る
に
足
る
情
報
が
も
た
ら
さ
れ
た
。

一
六
九
五
年
、
伝
兵
衛
の
乗
っ
て
い
た
船
が
大
坂
を
出
て
江
戸
に
向
か
い
、
嵐
に
遭
い
、
公
海
へ
押
し
出
さ
れ
て
、
カ
ム
チ
ャ
ッ
カ
半
島
南

ロ
シ
ア
に
お
け
る
日
本
中
世
史
研
究
（
ク
リ
モ
フ
）

過
去

ロ
シ
ア
に
お
け
る
日
本
中
世
史
研
究

ク
リ
モ
フ
ワ
デ
ィ
ム
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一
八
世
紀
・
一
九
世
紀
初
め
頃
は
日
本
に
関
す
る
よ
り
正
確
な
ロ
シ
ア
語
に
よ
る
記
述
が
あ
っ
た
。
こ
れ
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
の

は
、
ロ
シ
ア
領
域
で
難
破
し
た
日
本
人
乗
組
員
と
日
本
に
捕
虜
と
な
っ
た
ロ
シ
ア
人
や
あ
る
い
は
使
節
団
の
ロ
シ
ア
人
で
あ
る
。
そ
の
内
の
大

黒
屋
光
太
夫
と
ア
ダ
ム
・
ラ
ク
ス
マ
ン
は
と
て
も
有
名
な
人
物
だ
。
ラ
ク
ス
マ
ン
の
書
い
た
日
誌
は
（
扇
・
貝
・
弓
①
四
‐
巴
・
］
・
」
引
田
）
日

本
に
関
す
る
と
て
も
面
白
い
研
究
書
で
、
一
八
○
五
年
に
出
版
さ
れ
た
。
一
七
九
○
年
四
月
、
ア
ダ
ム
・
ラ
ク
ス
マ
ン
の
父
で
あ
る
キ
リ
ル
・

ラ
ク
ス
マ
ン
は
光
太
夫
の
手
書
き
の
日
本
地
図
を
イ
ル
ク
ー
ッ
ク
か
ら
サ
ン
ク
ト
・
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
に
あ
る
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
に
送
っ
た
。
現

在
、
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
「
日
本
と
日
本
貿
易
に
つ
い
て
」
と
い
う
本
は
一
八
一
七
年
に
サ
ン
ク
ト
・
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
で
出
版
さ
れ
た
。

著
者
は
神
昌
丸
の
船
長
光
太
夫
と
一
緒
に
助
か
っ
た
新
蔵
（
キ
リ
ス
ト
教
徒
に
な
っ
て
か
ら
「
ニ
コ
ラ
イ
・
ペ
ト
ロ
ヴ
ィ
チ
・
コ
ロ
テ
ィ
ギ

岸
で
難
破
し
た
。
乗
組
員
の
中
で
伝
兵
衛
し
か
助
か
ら
な
か
っ
た
。
彼
は
一
七
○
｜
年
に
ま
だ
ロ
シ
ア
の
首
都
で
あ
る
モ
ス
ク
ワ
に
送
り
届
け

ら
れ
て
、
「
口
述
書
」
を
記
述
し
た
。
初
め
て
日
本
人
か
ら
日
本
に
関
す
る
資
料
が
伝
え
ら
れ
た
。
カ
ム
チ
ャ
ッ
カ
半
島
に
漂
着
し
た
伝
兵
衛

は
一
七
○
二
年
一
月
八
日
、
モ
ス
ク
ワ
の
郊
外
に
あ
る
プ
レ
オ
ブ
ラ
ジ
ェ
ン
ス
コ
エ
村
で
ピ
ョ
ー
ト
ル
大
帝
に
謁
見
し
た
。
ピ
ョ
ー
ト
ル
｜
世

の
勅
令
に
よ
っ
て
伝
兵
衛
は
数
人
の
ロ
シ
ア
人
に
日
本
語
を
教
え
た
と
い
う
。
時
は
ピ
ョ
ー
ト
ル
大
帝
の
改
革
の
時
代
だ
っ
た
。
ロ
シ
ア
人
は

外
国
と
外
国
語
に
対
し
て
大
き
な
関
心
が
あ
っ
た
か
ら
、
日
本
語
教
育
も
そ
の
時
代
に
始
ま
っ
た
。

そ
の
結
果
で
、
サ
ン
ク
ト
・
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
に
一
七
三
六
年
、
ヨ
ー
ロ
ッ
。
ハ
に
お
け
る
最
初
の
ロ
シ
ア
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
付
属
日
本
語
学
校

が
開
設
さ
れ
た
。
ロ
シ
ア
だ
け
で
は
な
く
、
ヨ
ー
ロ
ッ
。
ハ
の
最
初
の
日
本
学
中
心
地
だ
っ
た
。
一
七
三
四
年
に
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
に
や
っ
て
来
た

薩
摩
の
二
人
ソ
ー
ザ
（
洗
礼
を
受
け
て
か
ら
「
ク
ジ
マ
・
シ
ュ
リ
ッ
」
と
名
づ
け
ら
れ
た
）
と
ゴ
ン
ザ
（
洗
礼
を
受
け
て
か
ら
「
ダ
ミ
ャ
ン
・

ポ
モ
ル
ッ
ェ
フ
」
と
名
づ
け
ら
れ
た
）
は
兵
士
の
子
弟
に
日
本
語
を
教
え
始
め
た
。
二
人
は
ロ
シ
ア
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
に
付
属
す
る
日
本
語
学

校
の
教
師
に
な
っ
た
。
彼
ら
の
船
が
一
七
二
九
年
に
カ
ム
チ
ャ
ッ
カ
沿
岸
で
難
破
し
た
の
だ
っ
た
。
二
人
は
サ
ン
ク
ト
・
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
に
来

て
か
ら
ア
ン
ナ
・
ヨ
ア
ン
ノ
ヴ
ナ
女
帝
に
謁
見
し
た
。
一
七
三
六
年
九
月
に
ソ
ー
ザ
が
死
亡
し
た
。
一
七
三
九
年
一
一
一
月
に
ゴ
ン
ザ
が
死
亡
し

た
。
ロ
シ
ア
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
東
洋
学
研
究
所
サ
ン
ク
ト
・
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
支
部
の
東
洋
学
者
の
資
料
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
文
書
課
に
か
つ
て
二
人

の
日
本
人
が
作
っ
た
最
初
の
日
本
語
教
材
と
露
和
辞
書
が
保
管
さ
れ
て
い
る
。
一
七
五
四
年
か
ら
は
日
本
語
学
校
は
イ
ル
ク
ー
ッ
ク
市
に
移

り
、
一
八
一
六
年
ま
で
続
い
た
。

法
政
史
学
節
バ
ー
百
勺
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ン
」
と
名
付
け
ら
れ
た
）
で
あ
っ
た
。
彼
は
イ
ル
ク
１
ツ
ク
日
本
語
学
校
の
教
師
に
な
っ
た
。
’
八
一
六
年
に
は
、
’
八
二
年
か
ら
一
八
一

三
年
ま
で
日
本
に
幽
閉
さ
れ
た
ロ
シ
ア
海
軍
大
佐
ゴ
ロ
ヴ
ニ
ン
の
書
い
た
ロ
シ
ア
語
に
よ
る
『
艦
長
ゴ
ロ
ヴ
ニ
ン
の
一
八
一
一
、
’
八
一
二
及

び
一
八
一
一
一
一
年
の
日
本
に
お
け
る
監
禁
に
つ
い
て
の
手
記
』
が
サ
ン
ク
ト
・
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
で
出
版
さ
れ
た
。
一
九
六
八
年
、
東
京
で
こ
の
本

の
翻
訳
が
出
た
。
井
上
満
訳
『
日
本
幽
閉
記
』
（
岩
波
書
店
）
。
日
本
の
地
理
、
習
慣
、
歴
史
、
政
治
、
宗
教
、
農
業
な
ど
に
関
す
る
と
て
も
面

白
い
情
報
が
あ
っ
た
。
日
本
に
関
す
る
関
心
は
一
層
高
ま
っ
た
。
当
時
ロ
シ
ア
政
治
の
主
な
目
標
は
通
商
関
係
を
結
ぶ
こ
と
で
あ
っ
た
。
貿
易

は
ロ
シ
ア
経
済
発
展
の
と
て
も
重
要
な
刺
激
と
み
な
さ
れ
た
か
ら
、
貿
易
の
必
要
性
に
対
す
る
日
本
研
究
が
行
わ
れ
た
。
日
本
中
世
史
に
関
し

て
は
あ
ま
り
特
別
な
関
心
は
な
か
っ
た
。
一
三
世
紀
の
マ
ル
コ
・
ポ
ー
ロ
の
「
東
方
見
聞
録
』
は
例
外
だ
っ
た
。

一
九
世
紀
半
ば
頃
、
日
本
に
お
け
る
鎖
国
時
代
が
終
わ
っ
た
。
一
八
五
五
年
一
月
二
六
日
、
最
初
の
露
日
条
約
が
締
結
さ
れ
た
。
日
露
関
係

史
の
第
二
段
階
が
始
ま
っ
た
。
こ
の
時
か
ら
貿
易
だ
け
で
は
な
く
、
ロ
シ
ア
外
交
政
策
の
必
要
性
に
対
す
る
実
学
的
な
日
本
研
究
が
行
わ
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
。
日
露
条
約
を
結
ん
だ
プ
チ
ャ
ー
チ
ン
使
節
団
の
中
に
は
ロ
シ
ア
最
初
の
飛
行
機
の
設
計
者
モ
ザ
ー
イ
ス
キ
イ
と
有
名
な
ロ
シ

ア
作
家
ゴ
ン
チ
ャ
ロ
フ
が
い
た
。
函
館
の
一
九
世
紀
の
日
常
生
活
を
描
写
し
た
モ
ザ
ー
ス
キ
イ
の
ス
ケ
ッ
チ
と
ゴ
ン
チ
ャ
ロ
フ
の
見
聞
記
二

八
五
三
年
初
頭
か
ら
一
八
五
四
年
末
ま
で
日
本
に
滞
在
し
た
ロ
シ
ア
人
』
（
サ
ン
ク
ト
・
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
、
一
八
五
五
、
井
上
満
訳
『
日
本
渡

航
記
』
岩
波
書
店
、
一
九
六
八
）
が
日
本
に
対
す
る
ロ
シ
ア
人
の
大
き
な
関
心
を
呼
び
起
こ
し
た
。
そ
の
関
心
は
ロ
シ
ア
に
お
け
る
日
本
中
世

史
、
日
本
文
学
、
す
な
わ
ち
外
交
政
策
と
貿
易
に
密
接
な
関
係
の
な
い
日
本
研
究
の
基
盤
に
な
っ
た
。
主
に
こ
の
時
か
ら
研
究
論
文
に
は
「
日

本
学
」
と
「
日
本
研
究
」
と
を
区
別
す
る
訳
で
は
な
く
、
類
語
と
し
て
使
う
よ
う
に
な
っ
た
。
ロ
シ
ア
に
お
け
る
日
本
学
は
東
洋
学
の
学
問
の

一
つ
と
し
て
一
八
世
紀
半
ば
か
ら
一
九
世
紀
に
わ
た
っ
て
形
成
さ
れ
た
。
ま
た
最
初
の
ロ
シ
ア
領
事
ゴ
シ
ュ
ケ
ヴ
ィ
ッ
チ
も
日
本
研
究
に
大
き

な
貢
献
を
与
え
た
。
彼
は
立
派
な
一
三
四
六
冊
の
木
版
工
お
よ
び
古
版
本
、
四
七
枚
の
日
本
地
図
を
集
め
た
。
そ
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
は
地

理
、
民
俗
学
、
歴
史
、
あ
る
程
度
の
中
世
史
、
言
語
な
ど
の
日
本
研
究
諸
問
題
の
資
料
だ
け
で
は
な
く
、
日
本
の
隣
接
国
で
あ
る
中
国
と
朝
鮮

の
資
料
が
含
ま
れ
て
い
る
。
現
在
、
そ
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
サ
ン
ク
ト
・
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
東
洋
学
研
究
所
に
保
管
さ
れ
て
い
る
。
彼
自
身
、
ア

ジ
ア
極
東
文
化
に
関
し
て
い
く
つ
か
の
論
文
を
刊
行
し
た
。

日
本
に
関
す
る
関
心
が
い
よ
い
よ
高
ま
り
、
日
本
語
の
学
習
が
ロ
シ
ア
で
は
切
実
な
要
請
と
な
っ
て
き
た
。
一
八
七
○
年
サ
ン
ク
ト
・
ペ
テ

ロ
シ
ア
に
お
け
る
日
本
中
仙
史
研
究
（
ク
リ
モ
フ
）

一一一

Hosei University Repository



ル
ブ
ル
グ
国
立
大
学
東
洋
言
語
学
部
で
日
本
語
教
育
が
始
ま
る
よ
う
に
な
っ
た
。
必
須
科
目
で
は
な
く
、
選
択
科
目
だ
っ
た
。
日
本
語
科
は
未

だ
な
か
っ
た
。
日
本
外
交
官
が
主
に
学
生
を
教
え
た
。
’
八
八
二
年
、
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ル
一
一
一
世
の
即
位
式
に
際
し
て
明
治
天
皇
の
名
代
と
し
て

有
栖
川
宮
殿
下
が
サ
ン
ク
ト
・
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
を
訪
問
し
た
と
き
、
日
本
語
教
育
の
こ
と
を
知
り
、
帰
国
し
て
か
ら
サ
ン
ク
ト
・
ペ
テ
ル
ブ
ル

グ
国
立
大
学
の
た
め
に
適
当
な
本
を
集
め
る
指
令
を
出
し
た
。
一
八
八
三
年
九
月
ご
ろ
、
約
三
五
○
○
冊
の
日
本
書
物
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
が
ペ

テ
ル
ブ
ル
グ
国
立
大
学
に
寄
付
さ
れ
た
。
大
学
の
教
授
会
は
そ
れ
に
対
し
有
栖
川
宮
殿
下
に
名
誉
教
授
の
称
号
を
授
与
し
た
。
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

は
教
育
の
基
盤
と
し
て
だ
け
で
は
な
く
、
日
本
歴
史
、
文
化
、
宗
教
の
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
の
参
考
資
料
に
な
っ
た
。
ま
た
一
八
九
一
年
、
ニ
コ

ラ
イ
ニ
世
が
皇
太
子
で
あ
っ
た
時
に
日
本
を
訪
れ
た
。
こ
の
訪
問
は
大
津
事
件
を
引
き
起
こ
し
た
。
一
一
コ
ラ
イ
一
一
世
は
沢
山
の
土
産
を
貰
っ
た

か
、
こ
の
土
産
は
日
本
研
究
者
に
と
っ
て
貴
重
な
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
な
っ
た
。
現
在
、
こ
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
エ
ル
ミ
タ
ー
ジ
美
術
館
と

ピ
ョ
ー
ト
ル
大
帝
の
創
立
し
た
民
俗
学
博
物
館
に
保
管
さ
れ
て
い
る
。

一
九
世
紀
終
わ
り
、
二
○
世
紀
初
め
、
ロ
シ
ア
に
最
初
の
日
本
研
究
者
、
通
訳
が
現
れ
た
。
日
本
語
教
育
は
選
択
科
目
だ
け
で
不
充
分
で
あ

る
の
は
明
ら
か
に
な
り
、
ち
ょ
う
ど
百
年
前
の
一
八
九
八
年
に
は
、
サ
ン
ク
ト
・
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
国
立
大
学
東
洋
学
部
に
お
け
る
日
本
学
科
が

開
設
さ
れ
た
。
今
年
、
百
年
記
念
祭
を
行
っ
て
い
る
。
一
九
○
○
年
、
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ッ
ク
東
洋
学
大
学
に
お
け
る
日
本
学
科
が
開
か
れ
た
。

こ
れ
ら
の
大
学
の
卒
業
者
は
日
本
文
化
、
歴
史
、
文
学
、
宗
教
の
研
究
に
貴
重
な
貢
献
を
も
た
ら
し
た
。

第
一
次
世
界
大
戦
以
前
の
日
本
中
世
時
代
研
究
の
成
果
を
挙
げ
る
と
『
日
本
書
紀
』
か
ら
の
部
分
的
翻
訳
、
『
竹
取
物
語
』
の
翻
訳
、
『
日
本

霊
異
記
』
か
ら
の
部
分
的
な
翻
訳
、
’
八
九
六
年
、
一
九
○
五
年
、
一
九
一
二
年
の
『
万
葉
集
』
の
翻
訳
（
た
だ
し
、
ロ
シ
ア
人
が
慣
れ
た
リ

ズ
ム
に
あ
わ
ず
、
日
本
の
歌
の
特
徴
が
あ
ま
り
感
じ
ら
れ
な
か
っ
た
）
「
古
今
集
』
、
『
新
古
今
集
』
、
『
百
人
一
首
』
の
翻
訳
。
特
に
こ
こ
で
注

意
す
べ
き
も
の
は
メ
ー
ン
ド
リ
ン
に
よ
る
『
日
本
外
史
』
の
翻
訳
で
あ
る
。
ま
た
長
崎
の
ロ
シ
ア
領
事
（
一
八
八
四
’
’
九
○
一
）
で
あ
っ
た

コ
ス
テ
ィ
レ
フ
は
一
八
八
八
年
に
サ
ン
ク
ト
・
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
で
『
日
本
歴
史
概
論
』
を
出
版
し
た
。
こ
の
論
文
に
は
日
本
中
世
史
研
究
も
含

ま
れ
て
い
た
。
一
八
八
八
年
に
は
、
彼
は
サ
ン
ク
ト
・
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
で
イ
ギ
リ
ス
の
日
本
研
究
者
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
の
『
簡
略
日
本
語
文
法
』

を
ロ
シ
ア
語
に
翻
訳
を
し
た
。
ロ
シ
ア
の
日
本
研
究
者
は
上
手
く
研
究
を
行
う
た
め
に
は
日
本
語
知
識
だ
け
で
は
な
く
、
科
学
分
野
で
進
ん
で

い
る
ヨ
ー
ロ
ッ
。
ハ
国
々
の
言
語
知
識
が
必
要
だ
っ
た
。

法
政
史
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そ
し
て
、
日
本
研
究
者
に
対
す
る
基
準
が
出
来
た
。
す
な
わ
ち
日
本
研
究
者
は
、
①
当
然
な
が
ら
、
日
本
語
の
知
識
、
②
中
国
語
、
こ
の
言

語
は
ア
ジ
ア
極
東
文
明
の
主
な
理
解
の
手
段
で
あ
る
か
ら
、
③
西
洋
言
語
（
英
語
、
フ
ラ
ン
ス
語
、
ド
イ
ツ
語
）
、
④
深
い
教
養
、
最
高
の
文

化
的
教
育
な
ど
の
基
本
的
な
要
求
に
か
な
う
も
の
だ
っ
た
。
サ
ン
ク
ト
・
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
は
貴
族
の
都
で
あ
っ
た
か
ら
、
自
由
に
英
語
、
フ
ラ

ン
ス
語
、
ド
イ
ツ
語
で
話
す
主
に
貴
族
出
身
の
知
識
人
は
大
勢
い
た
。
こ
れ
が
古
典
東
洋
学
、
東
洋
学
の
中
に
日
本
学
が
で
き
あ
が
る
た
め
の

と
て
も
良
い
条
件
に
な
っ
た
。
サ
ン
ク
ト
・
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
は
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
な
日
本
学
研
究
の
セ
ン
タ
ー
に
な
っ
た
。
ロ
シ
ア
の
人
文
・
社

会
科
学
の
高
い
レ
ベ
ル
に
基
づ
い
て
日
本
研
究
も
発
展
し
て
い
く
の
で
あ
っ
た
。
一
九
一
二
年
、
サ
ン
ク
ト
・
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
国
立
大
学
中
国

・
日
本
学
部
が
コ
ン
ラ
ッ
ド
、
ラ
ミ
ン
グ
に
学
位
を
与
え
た
。
ラ
ミ
ン
グ
は
一
九
一
七
年
九
月
ま
で
サ
ン
ク
ト
・
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
大
学
で
教

え
、
そ
の
後
外
交
官
と
し
て
日
本
に
行
き
、
後
に
ベ
ル
リ
ン
大
学
（
ド
イ
ツ
）
の
先
生
を
務
め
た
。
サ
ン
ク
ト
・
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
大
学
か
ら
日

本
に
派
遣
さ
れ
、
東
京
帝
国
大
学
を
卒
業
し
た
エ
リ
セ
エ
フ
は
、
一
九
一
五
年
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
大
学
の
先
生
に
な
っ
て
、
日
本
古
典
文
学
の
研

究
を
始
め
た
。
革
命
の
後
、
フ
ラ
ン
ス
に
亡
命
し
て
、
ソ
ル
ポ
ン
ヌ
大
学
教
授
と
な
っ
て
日
本
史
と
美
術
史
を
教
え
た
。
’
九
三
四
年
に
又
ア

メ
リ
カ
の
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
に
招
か
れ
て
、
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
日
本
学
研
究
創
始
者
の
一
人
に
な
っ
た
。
ネ
フ
ス
キ
ー
（
’
八
九
二
’
一
九

三
七
）
は
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
国
立
大
学
を
卒
業
し
、
一
九
一
五
年
か
ら
一
九
二
九
年
ま
で
の
一
四
年
間
日
本
に
滞
在
し
、
日
本
語
、
民
俗
学
、
神

道
、
ア
イ
ヌ
の
言
語
、
伝
承
文
学
な
ど
の
研
究
に
従
事
し
た
。
レ
ニ
ン
グ
ラ
ー
ド
に
帰
り
、
東
洋
学
研
究
所
の
研
究
員
に
な
っ
た
が
、
後
に

「
日
本
の
ス
パ
イ
」
と
し
て
、
日
本
人
の
奥
さ
ん
と
共
に
射
殺
さ
れ
た
。
七
○
年
代
、
死
後
レ
ー
ニ
ン
實
を
受
賞
し
た
。
ロ
ー
ゼ
ン
ペ
ル
グ
は

留
学
し
た
と
き
仏
教
研
究
に
従
事
し
て
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
に
帰
っ
て
仏
教
に
関
す
る
研
究
論
文
を
書
い
た
。
こ
の
本
は
つ
い
に
数
年
前
に
刊
行
さ

れ
た
。
’
○
月
社
会
主
義
大
革
命
の
せ
い
で
ロ
シ
ア
の
日
本
学
は
大
き
な
損
害
を
受
け
た
。
ロ
シ
ア
に
残
っ
た
の
は
コ
ン
ラ
ド
先
生
だ
け
に

な
っ
た
。
彼
が
ロ
シ
ア
に
お
け
る
日
本
研
究
者
の
祖
と
み
な
さ
れ
て
い
る
。

革
命
後
、
社
会
問
題
、
階
級
闘
争
に
た
い
す
る
関
心
が
高
ま
っ
た
。
代
表
的
な
研
究
論
文
の
一
つ
は
Ｅ
・
Ｍ
・
ジ
ュ
ー
コ
フ
「
日
本
史
・
小

論
」
で
あ
る
。
こ
の
論
文
は
マ
ル
ク
ス
主
義
に
基
づ
く
研
究
で
、
正
確
に
い
え
ば
、
ス
タ
ー
リ
ン
主
義
の
ア
プ
ロ
ー
チ
が
と
て
も
感
じ
ら
れ

る
。
革
命
後
、
外
交
官
を
除
い
て
日
本
研
究
者
は
日
本
の
大
学
に
研
修
す
る
可
能
性
が
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
。
革
命
前
の
教
育
を
う
け
、
古
文

書
を
読
め
る
研
究
者
は
少
な
く
な
っ
た
。
学
者
の
交
流
も
な
か
っ
た
。
恐
ら
く
こ
の
理
由
で
革
命
後
の
大
学
卒
業
者
の
日
本
中
世
史
研
究
に
は

ロ
シ
ア
に
お
け
る
日
本
中
世
史
研
究
（
ク
リ
モ
フ
）

五
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原
本
資
料
は
あ
ま
り
引
用
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
多
数
の
ソ
連
の
日
本
研
究
者
は
日
本
の
研
究
者
の
論
文
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
・
ア
メ
リ
カ
の
歴
史

家
の
研
究
に
基
づ
い
て
研
究
を
行
っ
た
。
こ
の
時
代
に
は
「
ブ
ル
ジ
ョ
ア
社
会
の
実
績
を
新
し
い
社
会
主
義
社
会
に
役
立
て
る
」
と
い
う
ス

ロ
ー
ガ
ン
の
下
に
科
学
の
様
々
な
分
野
で
研
究
が
行
わ
れ
た
。
あ
る
意
味
で
、
日
本
学
も
例
外
で
は
な
か
っ
た
。
ポ
リ
シ
ェ
ヴ
イ
ズ
ム
・
イ
デ

オ
ロ
ギ
ー
の
必
要
性
に
応
じ
た
レ
ー
ニ
ン
主
義
思
想
の
意
義
を
偏
重
し
た
社
会
研
究
、
歴
史
研
究
、
日
本
研
究
、
特
に
二
○
世
紀
世
界
史
研
究

の
時
代
が
始
ま
っ
た
。
例
を
挙
げ
る
と
ジ
ュ
ー
コ
フ
は
本
庄
栄
次
郎
『
日
本
社
会
史
』
（
フ
ェ
ル
ド
マ
ン
訳
）
か
ら
永
享
元
年
（
一
四
二
九
）

の
播
磨
士
一
摸
に
関
す
る
資
料
（
中
山
定
親
の
日
記
『
薩
戒
記
』
）
を
引
用
し
て
「
國
中
に
侍
を
あ
ら
し
む
く
か
ら
ず
」
と
い
う
表
現
の
意
味

を
間
違
っ
て
、
解
釈
し
た
。
彼
の
書
い
た
「
日
本
史
・
小
論
」
に
よ
る
と
「
國
中
」
を
「
日
本
国
家
に
お
け
る
」
と
了
解
し
て
、
反
封
建
的
な

全
国
農
民
運
動
と
考
え
た
。
し
か
し
な
が
ら
「
播
磨
国
」
と
い
う
意
味
で
、
播
磨
国
の
中
で
起
こ
っ
た
土
一
摸
で
あ
っ
た
。
一
九
七
二
年
に
も

別
の
本
「
日
本
軍
国
主
義
」
に
そ
の
間
違
い
を
繰
り
返
し
た
。
も
ち
ろ
ん
、
研
究
の
間
違
い
を
し
な
い
学
者
は
一
人
も
い
な
い
。
し
か
し
な
が

ら
、
そ
れ
は
あ
の
時
代
の
代
表
的
な
誤
り
で
あ
る
と
思
う
。
研
究
者
は
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
思
想
に
と
ら
わ
れ
て
い
た
。
そ
の
理
由
で
原
本
資
料
に

基
づ
い
て
客
観
的
な
研
究
論
文
も
書
け
な
か
っ
た
。
そ
れ
で
も
革
命
前
の
サ
ン
ク
ト
・
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
で
の
研
究
の
伝
統
も
続
い
て
い
た
。
こ

の
伝
統
を
続
け
た
の
は
ネ
フ
ス
キ
ー
、
コ
ン
ラ
ド
と
彼
ら
の
弟
子
達
で
あ
っ
た
。

第
二
次
世
界
大
戦
の
時
、
レ
ニ
ン
グ
ラ
ー
ド
（
サ
ン
ク
ト
・
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
は
ボ
リ
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
政
党
の
リ
ー
ダ
ー
、
レ
ー
ニ
ン
を
記
念
し

て
レ
ニ
ン
グ
ラ
ー
ド
と
改
名
さ
れ
た
）
か
ら
研
究
員
は
疎
開
さ
せ
ら
れ
た
。
フ
ァ
シ
ス
ト
軍
隊
に
包
囲
さ
れ
た
レ
ニ
ン
グ
ラ
ー
ド
で
ペ
ト
ロ
ー

ワ
先
生
、
そ
の
他
の
少
な
い
学
者
が
東
洋
学
研
究
所
の
写
本
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
保
存
し
た
。
戦
争
の
時
、
日
本
研
究
者
は
主
に
中
央
ア
ジ
ア
の

タ
シ
ヶ
ン
ト
に
疎
開
し
た
が
、
レ
ニ
ン
グ
ラ
ー
ド
国
立
大
学
の
先
生
は
ヴ
ォ
ル
ガ
川
沿
い
の
サ
ラ
ー
ト
フ
市
に
い
た
。

戦
争
が
終
わ
っ
て
か
ら
疎
開
し
た
学
者
が
レ
ニ
ン
グ
ラ
ー
ド
に
帰
っ
て
、
研
究
を
続
け
た
。
そ
の
時
代
に
大
事
な
論
文
は
ジ
ュ
ー
コ
フ
の
研

究
「
農
民
に
対
す
る
秀
吉
の
政
策
’
一
六
世
紀
の
お
け
る
農
奴
制
復
活
」
（
一
九
四
六
）
が
発
行
さ
れ
た
。
戦
後
、
ロ
シ
ア
歴
史
家
も
活
発

に
ロ
シ
ア
歴
史
に
お
け
る
農
奴
の
役
割
、
社
会
的
地
位
、
反
封
建
的
な
闘
争
、
農
民
戦
争
な
ど
の
問
題
を
討
論
し
た
。
’
九
五
○
年
夏
に
は
、

東
洋
学
研
究
所
は
モ
ス
ク
ワ
に
移
さ
れ
て
太
平
洋
研
究
所
を
吸
収
し
た
。
他
の
研
究
所
に
属
す
る
東
洋
学
者
も
モ
ス
ク
ワ
に
結
集
し
た
。
コ
ル

ホ
ー
ズ
と
同
じ
よ
う
に
科
学
の
分
野
に
も
学
問
研
究
の
大
企
業
の
よ
う
な
研
究
所
が
ソ
連
邦
の
政
治
的
な
要
求
に
応
じ
る
た
め
に
結
成
さ
れ

法
政
史
学
館
ハ
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革
命
前
の
ロ
シ
ア
に
も
、
革
命
後
の
ソ
連
に
も
、
検
閲
が
存
在
し
た
。
た
と
え
中
世
史
研
究
論
文
で
あ
っ
て
も
、
前
書
き
に
は
か
な
ら
ず
共

産
党
大
会
の
決
議
と
書
記
長
の
発
表
か
ら
の
引
用
が
あ
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
、
ソ
連
時
代
の
論
文
に
は
レ
ー
ニ
ン
、
エ
ン
ゲ
ル
ス
、
マ
ル
ク
ス
の

研
究
論
か
ら
た
く
さ
ん
の
引
用
が
あ
っ
た
。
そ
れ
は
ソ
連
時
代
研
究
論
文
の
特
徴
の
ひ
と
つ
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
学
者
は
本
当
に
言
い
た
い

事
を
そ
れ
ら
の
引
用
句
の
う
ち
に
か
く
し
て
表
現
し
、
論
文
も
印
刷
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

戦
後
の
国
際
情
勢
を
反
映
し
て
、
日
本
経
済
の
成
長
に
伴
っ
て
、
現
代
日
本
の
研
究
に
関
心
が
高
ま
っ
た
。
そ
の
成
長
の
原
因
と
前
提
条
件

を
日
本
の
過
去
に
求
め
た
。
か
つ
て
は
一
人
の
研
究
者
が
日
本
の
全
分
野
に
わ
た
っ
て
研
究
す
る
こ
と
も
珍
し
く
な
か
っ
た
が
、
こ
の
時
期
以

降
歴
史
・
政
治
・
経
済
・
文
芸
な
ど
と
研
究
が
細
分
化
さ
れ
、
各
分
野
の
専
門
家
が
育
っ
て
き
て
、
日
本
研
究
者
だ
け
で
は
な
く
他
の
東
洋
学

研
究
の
数
多
い
研
究
所
が
出
来
て
比
較
研
究
を
実
現
す
る
可
能
性
が
出
来
た
一
方
、
研
究
対
象
で
あ
る
日
本
そ
の
も
の
の
複
雑
性
か
ら
、
必
然

的
に
各
研
究
所
の
枠
を
こ
え
た
共
同
研
究
・
比
較
研
究
・
研
究
集
団
の
結
成
な
ど
も
盛
ん
に
な
っ
て
き
た
。
最
初
に
理
論
的
な
、
哲
学
的
な
い

く
つ
か
の
テ
ー
マ
が
学
者
の
注
目
の
的
と
な
っ
た
。
例
を
挙
げ
る
と
ア
ジ
ア
の
国
々
の
封
建
制
の
特
徴
、
ア
ジ
ア
的
生
産
方
法
、
ア
ジ
ア
に
お

け
る
土
地
所
有
権
の
形
態
、
農
民
搾
取
・
負
担
の
形
態
、
集
団
抗
議
の
形
態
、
反
封
建
的
な
闘
争
の
農
民
、
す
な
わ
ち
中
世
時
代
の
階
級
闘
争

の
形
態
（
主
に
五
○
・
六
○
年
代
に
積
極
的
な
闘
争
形
態
が
研
究
さ
れ
た
）
、
大
衆
運
動
に
関
連
し
た
大
衆
の
宗
教
認
識
（
し
か
し
な
が
ら
公

式
的
な
無
神
論
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
が
大
き
な
障
害
と
な
り
、
「
宗
教
は
民
衆
の
ア
ヘ
ン
で
あ
る
」
と
い
う
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
な
解
釈
に
基
づ
い

て
中
世
社
会
状
況
、
行
動
の
動
機
付
け
な
ど
に
対
す
る
認
識
不
足
を
見
せ
た
。
こ
の
時
代
に
は
、
東
洋
の
宗
教
の
研
究
そ
の
も
の
が
革
命
前
と

同
じ
よ
う
に
客
観
的
に
発
展
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
）
、
君
主
の
権
力
の
本
質
な
ど
で
あ
っ
た
。
八
○
年
代
に
は
、
共
同
研
究
テ
ー
マ
が

行
わ
れ
た
。

た
。
た
だ
古
文
書
部
は
レ
ニ
ン
グ
ラ
ー
ド
に
支
部
の
形
で
残
さ
れ
た
。
古
典
東
洋
学
研
究
、
す
な
わ
ち
中
世
の
歴
史
、
文
化
、
文
学
、
’
’
’
一
口
語
は

古
い
伝
統
に
し
た
が
っ
て
文
献
研
究
が
行
わ
れ
た
。

一
九
五
○
年
以
降
、
話
題
に
な
っ
た
テ
ー
マ
は
「
明
治
維
新
の
定
義
」
と
「
日
本
歴
史
区
分
」
で
あ
っ
た
。
明
治
維
新
は
「
未
完
の
ブ
ル

ジ
ョ
ア
革
命
で
あ
る
」
と
考
え
ら
れ
た
が
、
レ
ー
ニ
ン
の
書
い
た
口
本
に
関
す
る
論
文
か
ら
出
来
た
定
義
で
あ
る
。
日
本
研
究
は
他
の
人
文
・

社
会
学
の
研
究
と
同
じ
よ
う
に
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
独
占
的
な
状
況
の
も
と
で
行
わ
れ
た
。
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
は
検
閲
に
よ
っ
て

ロ
シ
ア
に
お
け
る
日
本
‐
中
仙
史
研
究
（
ク
リ
モ
フ
）

七
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そ
の
時
代
、
六
○
年
代
か
ら
、
日
本
中
世
史
研
究
は
次
の
よ
う
に
大
別
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
①
日
本
歴
史
一
般
研
究
（
中
世
時
代
は
研
究

の
一
部
）
、
②
日
本
中
世
史
の
問
題
別
研
究
、
③
単
独
の
一
次
資
料
の
研
究
、
④
日
本
研
究
史
、
日
本
史
学
史
、
⑤
偉
大
な
人
物
の
研
究
。

日
本
歴
史
一
般
研
究
。
ゴ
ー
ル
ド
ベ
ル
グ
は
レ
ニ
ン
グ
ラ
ー
ド
国
立
大
学
東
洋
学
部
の
教
授
で
あ
っ
て
、
東
洋
学
部
の
他
の
教
授
と
協
力
し

て
『
東
洋
諸
国
の
歴
史
』
と
い
う
教
科
書
を
執
筆
し
て
一
九
七
○
年
に
出
版
し
た
。
パ
ス
コ
フ
は
『
日
本
の
中
世
前
期
七
’
’
二
世
紀
』
（
一

九
八
七
）
と
い
う
本
を
刊
行
し
た
。
モ
ス
ク
ワ
国
立
大
学
の
シ
リ
ッ
ィ
ン
と
ク
ズ
ネ
ッ
ォ
フ
と
ナ
ヴ
リ
ッ
カ
ヤ
は
一
九
八
八
年
に
共
著
で
『
日

本
史
』
と
い
う
教
科
書
を
出
版
し
た
。
イ
ス
ヶ
ン
デ
ロ
フ
は
一
九
八
七
年
に
「
日
本
史
と
日
本
文
化
ｌ
古
代
か
ら
明
治
維
新
ま
で
」
と
い
う
研

究
論
文
を
刊
行
し
た
。
コ
ン
ラ
ド
も
日
本
中
世
時
代
に
関
す
る
沢
山
の
面
白
い
研
究
論
文
を
書
き
、
特
に
注
目
を
引
く
の
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
ル

ネ
ッ
サ
ン
ス
期
と
比
較
す
る
研
究
で
あ
る
。
ヴ
ィ
ノ
グ
ラ
ー
ド
ワ
は
一
九
八
一
年
に
「
三
世
紀
か
ら
一
四
世
紀
ま
で
の
日
本
彫
刻
」
を
、
ニ
コ

ラ
ー
エ
ヴ
ァ
は
中
世
史
に
関
す
る
「
日
本
文
化
と
芸
術
」
と
い
う
論
文
を
発
表
し
た
。

問
題
別
研
究
。
イ
ス
ヶ
ン
デ
ロ
フ
…
「
一
六
世
紀
日
本
の
封
建
都
市
」
’
九
六
一
。
ス
ペ
ヴ
ァ
コ
フ
ス
キ
ー
…
「
日
本
の
武
士
階
級
ｌ
サ
ム

ラ
イ
」
一
九
八
一
。
ド
ー
リ
ン
は
武
士
階
級
に
見
ら
れ
る
人
生
観
・
宗
教
観
な
ど
を
分
析
し
、
さ
ら
に
ポ
ポ
フ
と
共
同
で
『
東
方
の
武
術
ｌ
拳

法
』
を
出
版
し
た
。
山
城
国
一
摸
に
つ
い
て
コ
ン
ラ
ド
と
シ
ヴ
ェ
ッ
ォ
フ
は
主
に
三
浦
周
行
の
「
戦
国
時
代
の
国
民
会
議
」
と
い
う
論
文
に
基

づ
い
て
研
究
し
、
そ
れ
ぞ
れ
一
九
七
四
、
一
九
六
四
に
成
果
を
発
表
し
た
。
一
向
一
摸
に
関
す
る
主
に
笠
原
一
男
の
論
文
、
特
に
「
日
本
に
お

け
る
農
民
戦
争
」
に
基
づ
い
て
ヨ
フ
ァ
ン
と
シ
ヴ
ェ
ッ
ォ
フ
は
研
究
の
成
果
を
発
表
し
た
。
ク
リ
モ
フ
は
馬
借
一
摸
、
徳
政
一
櫟
、
士
一
摸
、

山
城
国
一
撲
、
一
向
一
摸
、
’
四
世
紀
二
五
世
紀
の
日
中
関
係
、
勘
合
貿
易
な
ど
に
関
し
て
い
く
つ
か
の
研
究
論
文
を
出
版
し
た
。
ユ
ダ
ヤ

人
の
ハ
ー
ニ
ン
は
、
少
数
民
族
差
別
問
題
に
大
き
な
関
心
が
あ
り
、
日
本
中
世
時
代
の
差
別
問
題
を
研
究
し
て
、
『
日
本
社
会
に
お
け
る
被
差

別
者
達
の
社
会
集
団
一
七
世
紀
ま
で
の
歴
史
の
概
論
』
（
一
九
七
三
）
を
出
版
し
た
。
今
、
彼
は
ア
メ
リ
カ
に
亡
命
し
て
住
ん
で
い
る
。
レ
シ

チ
ェ
ン
コ
は
『
座
』
の
諸
問
題
を
め
ぐ
っ
て
研
究
し
た
。
ヴ
ォ
ロ
ビ
ョ
ー
フ
と
ソ
コ
ロ
１
ワ
は
共
著
で
一
九
七
六
年
に
「
日
本
に
お
け
る
科

変
わ
っ
た
。
す
な
わ
ち
法
律
と
日
常
生
活
と
人
間
の
世
界
に
関
係
が
あ
る
テ
ー
マ
が
と
て
も
人
気
に
な
っ
た
。

二
現
状

法
政
史
学
節
バ
ー
｜
〃

八
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学
、
技
術
、
手
工
芸
の
歴
史
の
概
論
」
を
発
表
し
た
。

日
本
研
究
史
、
日
本
史
学
史
。
ポ
ド
パ
ー
ロ
ヴ
ァ
…
「
ソ
連
の
日
本
史
学
史
の
五
○
年
間
（
’
九
一
七
’
一
九
六
六
）
」
’
九
六
七
、
「
ソ
連

に
お
け
る
日
本
学
」
一
九
七
八
、
「
日
本
封
建
制
」
’
九
八
二
。
ポ
ズ
ー
ー
ャ
コ
フ
は
六
○
年
代
、
『
ア
ジ
ア
と
ア
フ
リ
カ
の
諸
民
族
』
と
い
う
雑

誌
に
日
本
中
世
史
学
史
に
つ
い
て
面
白
い
論
文
を
掲
載
し
た
。
卜
ル
ス
ト
グ
ー
ゾ
フ
は
自
己
資
金
で
一
一
一
年
ほ
ど
前
に
日
本
中
世
に
関
す
る
史
学

史
、
荘
園
、
日
本
封
建
制
の
時
代
区
分
、
日
本
封
建
制
の
特
徴
、
そ
の
他
の
諸
問
題
に
関
し
て
本
を
出
版
し
た
。
シ
リ
ッ
ィ
ン
は
荘
園
、
公

領
、
国
衙
領
の
問
題
に
つ
い
て
研
究
論
文
を
発
表
し
た
二
九
八
五
）
。

単
独
の
一
次
資
料
の
翻
訳
と
研
究
。
ポ
ド
。
ハ
ー
ロ
ヴ
ァ
：
。
『
御
成
敗
式
目
』
と
『
建
武
式
目
』
の
翻
訳
一
九
六
一
一
一
。
ク
リ
モ
フ
…
「
歴
史
資

料
と
し
て
の
日
本
中
世
百
姓
等
申
状
」
の
研
究
と
翻
訳
（
一
九
八
八
）
、
『
蓮
如
上
人
御
一
代
記
聞
き
書
き
』
の
翻
訳
（
一
九
九
三
）
。
カ
バ
ノ

フ
…
一
体
の
『
狂
雲
集
』
の
研
究
と
翻
訳
。
近
い
将
来
に
刊
行
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。
メ
セ
リ
ャ
コ
フ
は
慈
円
の
生
涯
の
研
究
と
『
愚
管
抄
』

の
翻
訳
を
発
表
し
た
。
ク
リ
モ
フ
は
蓮
如
御
文
集
を
翻
訳
し
て
、
『
六
波
羅
殿
御
家
訓
』
、
『
極
楽
寺
殿
御
消
息
』
、
『
竹
馬
抄
』
、
『
今
川
了
俊
制

詞
』
、
『
伊
勢
貞
親
教
訓
』
、
『
朝
倉
敏
景
十
七
箇
条
』
、
『
早
雲
寺
殿
廿
一
箇
条
』
、
そ
の
他
の
武
家
家
訓
を
翻
訳
し
、
研
究
論
文
を
書
い
た
。
し

か
し
な
が
ら
そ
れ
ら
を
刊
行
す
る
の
は
財
政
的
に
困
難
と
な
っ
て
い
る
。

偉
大
な
人
物
の
研
究
。
イ
ス
ケ
ン
デ
ロ
フ
…
「
豊
臣
秀
吉
」
一
九
八
四
。
イ
グ
ナ
ト
ヴ
ィ
チ
…
「
日
蓮
ｌ
生
涯
と
教
義
」
一
九
八
一
。
ス
テ

イ
ネ
ル
…
「
｜
休
宗
純
」
。
カ
バ
ノ
フ
も
一
体
上
人
と
彼
の
狂
雲
集
を
研
究
し
た
。
ナ
コ
ル
チ
ェ
ヴ
ス
キ
ー
は
一
遍
上
人
に
関
し
て
学
位
論
文

を
書
い
た
。
ト
ロ
ピ
ィ
ギ
ナ
は
「
義
経
物
語
と
日
本
中
世
文
学
に
お
け
る
そ
の
役
割
」
二
九
八
九
）
と
い
う
学
位
論
文
で
源
義
経
の
生
涯
の

こ
と
を
書
い
た
。
ク
リ
モ
フ
は
蓮
如
上
人
の
生
涯
を
研
究
し
て
い
る
。

八
○
年
代
頃
か
ら
、
特
に
ペ
レ
ス
ト
ロ
イ
カ
導
入
の
後
、
宗
教
・
思
想
史
に
対
す
る
関
心
が
高
ま
っ
て
い
る
。
最
初
ゴ
レ
グ
リ
ャ
ド
は
仏
教

に
関
す
る
論
文
（
「
仏
教
と
日
本
文
化
’
七
○
○
～
二
○
○
年
」
）
を
出
版
し
た
。
次
に
カ
バ
ノ
フ
は
五
山
文
学
と
禅
宗
に
つ
い
て
学
位
論
文

（
「
五
山
文
学
と
日
本
文
学
史
に
お
け
る
そ
の
位
置
」
一
九
八
三
）
を
書
い
て
、
禅
宗
に
関
し
て
い
く
つ
か
の
翻
訳
と
研
究
論
文
を
発
表
し

た
。
ゴ
レ
グ
リ
ャ
ド
は
中
世
初
期
の
仏
教
と
神
道
の
複
雑
な
関
係
を
研
究
し
た
。
メ
セ
リ
ャ
コ
フ
「
古
代
日
本
〈
仏
教
と
神
道
ｌ
混
合
主
義
の

問
題
〉
」
（
一
九
八
七
）
、
イ
グ
ナ
ト
ヴ
ィ
チ
の
「
日
蓮
Ｉ
生
涯
と
教
義
」
（
一
九
八
一
）
、
「
日
本
古
代
時
代
の
仏
教
」
、
「
お
茶
の
行
事
」
（
’
九

ロ
シ
ア
に
お
け
る
日
本
中
川
史
研
究
（
ク
リ
モ
フ
）

九
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八
六
）
を
出
版
し
た
。
そ
の
他
、
日
本
中
世
を
研
究
す
る
コ
ン
ラ
ッ
ド
、
ゴ
レ
グ
リ
ャ
ド
、
グ
リ
ゴ
リ
エ
ヴ
ァ
、
ス
ヴ
ィ
リ
ド
フ
（
説
話
）
、

カ
バ
ノ
フ
（
禅
宗
）
に
よ
っ
て
日
本
の
宗
教
に
関
す
る
著
書
・
論
文
が
多
数
発
表
さ
れ
て
い
る
。
ロ
シ
ア
人
の
禅
｛
示
へ
の
興
味
は
大
き
く
、
こ

の
方
面
の
研
究
は
増
え
て
お
り
、
い
く
つ
か
の
鈴
木
大
拙
の
研
究
論
文
な
ど
が
翻
訳
さ
れ
た
。

残
念
な
が
ら
、
中
世
歴
史
に
密
接
な
関
係
の
あ
る
学
問
的
な
意
義
が
あ
る
論
文
が
分
か
り
に
く
い
理
由
で
適
当
な
時
に
刊
行
さ
れ
な
か
っ

た
。
例
を
挙
げ
る
と
、
六
○
年
代
の
一
番
面
白
い
論
文
は
ポ
ズ
ニ
ャ
コ
フ
の
学
位
論
文
で
あ
る
と
思
う
。
そ
の
論
文
の
印
刷
予
定
が
あ
っ
た

が
、
研
究
者
が
亡
く
な
っ
た
あ
と
印
刷
さ
れ
な
か
っ
た
。
旧
ソ
連
邦
で
も
、
今
の
ロ
シ
ア
で
も
、
学
者
が
研
究
論
文
を
書
き
終
え
て
、
刊
行
す

る
の
に
、
時
に
は
一
○
年
、
あ
る
い
は
一
○
年
以
上
か
か
っ
て
い
る
。
恐
ら
く
、
こ
の
理
由
で
死
ぬ
ま
で
に
は
間
に
合
わ
な
か
っ
た
の
だ
ろ

う
。
ポ
ズ
ニ
ャ
コ
フ
の
論
文
は
二
冊
し
か
残
っ
て
い
な
い
。
一
冊
は
モ
ス
ク
ワ
に
あ
る
東
洋
研
究
所
に
保
存
さ
れ
て
お
り
、
も
う
一
つ
は
モ
ス

ク
ワ
に
あ
る
レ
ー
ニ
ン
記
念
図
書
館
に
保
存
さ
れ
て
い
る
。
ポ
ズ
ニ
ャ
コ
フ
は
そ
れ
で
も
い
く
つ
か
の
論
文
を
発
表
す
る
事
が
で
き
た
。
こ
の

論
文
で
彼
は
中
世
農
民
の
一
侯
に
関
す
る
ロ
シ
ア
で
初
め
て
か
も
し
れ
な
い
面
白
い
説
を
提
供
し
て
い
た
。
蜂
起
の
理
由
の
一
つ
は
年
貢
、
負

担
そ
の
も
の
だ
け
で
は
な
く
、
そ
の
負
担
に
対
し
て
農
民
の
考
え
方
も
重
要
だ
と
し
て
い
る
。
ま
た
負
担
に
対
し
て
以
前
の
先
例
も
中
世
時
代

の
公
正
理
想
も
重
要
だ
と
い
う
□
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ポ
ズ
ニ
ャ
コ
フ
も
レ
ー
ニ
ン
主
義
の
考
え
に
と
ら
わ
れ
て
他
の
旧
ソ
連
学
者
と
同

じ
、
「
本
当
の
味
方
と
指
導
者
と
な
る
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
と
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
の
社
会
階
級
が
町
に
無
か
っ
た
か
ら
」
、
す
べ
て
の
農
民
一
摸
は
必

至
の
失
敗
に
終
わ
っ
た
と
し
て
い
る
。
こ
の
結
論
は
、
ソ
連
邦
の
歴
史
家
が
ど
の
国
の
中
世
農
民
運
動
史
を
研
究
し
て
も
共
通
す
る
も
の
で

あ
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
、
中
世
封
建
社
会
に
は
こ
の
社
会
階
級
は
存
在
し
て
い
な
か
っ
た
。
さ
ら
に
、
農
民
一
摸
に
参
加
し
た
人
達
は
新
し
い
明

る
い
搾
取
の
無
い
社
会
を
作
り
出
す
と
い
う
目
標
な
ど
を
全
く
考
え
て
い
な
か
っ
た
。
農
民
は
徳
政
と
そ
の
他
の
分
か
り
や
す
い
彼
等
の
日
常

生
活
に
関
係
が
あ
る
要
求
を
出
し
、
完
全
で
は
な
い
こ
と
も
あ
っ
た
が
、
部
分
的
に
達
成
す
る
こ
と
も
で
き
た
。
だ
か
ら
、
二
○
世
紀
の
学
者

の
考
え
る
目
標
を
持
た
ず
、
自
分
た
ち
の
要
求
と
目
標
を
掲
げ
れ
ば
、
ア
プ
リ
オ
リ
に
全
て
の
農
民
一
摸
は
決
し
て
失
敗
に
終
わ
ら
な
い
だ
ろ

う
。
だ
か
ら
、
そ
の
よ
う
な
中
世
階
級
闘
争
の
解
釈
は
史
実
に
合
わ
な
い
と
思
う
。
こ
の
点
か
ら
見
れ
ば
、
中
世
時
代
一
般
人
民
の
考
え
方
と

思
想
史
の
研
究
は
と
て
も
重
要
で
あ
る
。

そ
れ
だ
け
で
は
な
く
、
日
本
研
究
者
は
あ
ま
り
日
本
に
留
学
す
る
可
能
性
は
な
か
っ
た
。
例
を
挙
げ
る
と
私
の
大
学
院
生
時
代
の
日
本
古
代

炊
政
史
学
館
バ
ー
｜
リ

￣

○
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ロ
シ
ア
は
日
本
研
究
の
長
い
歴
史
を
持
つ
。
多
数
の
研
究
者
も
い
た
。
今
度
の
経
済
危
機
の
結
果
、
学
者
の
人
数
は
と
て
も
減
っ
た
。
’
九

九
○
年
、
サ
ン
ク
ト
・
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
市
に
二
八
人
の
日
本
研
究
専
門
家
が
い
た
。
ロ
シ
ア
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
に
付
属
す
る
東
洋
学
研
究
所
サ

ン
ク
ト
・
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
支
部
に
二
人
、
サ
ン
ク
ト
・
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
国
立
大
学
に
一
○
人
、
国
立
文
化
ア
カ
デ
ミ
ー
に
一
人
、
人
類
学
民

俗
学
博
物
館
に
一
人
、
宗
教
無
神
論
国
立
博
物
館
に
一
人
、
サ
ン
ク
ト
・
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
市
に
あ
る
ロ
シ
ア
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
付
属
図
書
館
に

史
研
究
者
で
あ
る
ヴ
ォ
ロ
ビ
エ
フ
先
生
は
中
国
語
も
日
本
語
も
朝
鮮
語
も
英
二
一
回
も
フ
ラ
ン
ス
語
も
ド
イ
ツ
語
も
読
め
た
が
、
若
い
と
き
に
外
国

人
と
話
す
機
会
は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
の
で
、
発
音
を
気
に
し
て
、
話
せ
な
か
っ
た
。
一
回
も
外
国
へ
行
っ
た
事
が
な
か
っ
た
。
日
本
研
究
者

は
文
献
も
足
り
な
い
。
新
し
い
本
、
日
本
歴
史
雑
誌
、
研
究
論
文
、
活
字
に
な
っ
た
古
文
書
な
ど
は
大
体
日
本
国
際
交
流
基
金
、
日
本
の
知
り

合
い
の
お
か
げ
で
手
に
入
る
。
し
た
が
っ
て
、
時
に
は
、
文
献
不
足
の
理
由
で
研
究
論
文
に
間
違
い
が
生
じ
る
。
ジ
ュ
コ
フ
も
『
日
本
史
・
小

論
』
で
播
磨
国
の
永
享
元
年
（
一
四
二
九
）
士
一
摸
に
関
し
て
も
間
違
っ
た
の
は
そ
の
理
由
か
ら
か
も
し
れ
な
い
。

ロ
シ
ア
に
お
け
る
日
本
学
が
始
っ
た
時
か
ら
、
古
典
文
学
の
研
究
、
翻
訳
は
と
て
も
盛
ん
だ
っ
た
。
中
世
歴
史
の
重
要
な
資
料
に
な
っ
て
い

る
と
思
う
。
中
世
の
研
究
に
関
係
が
あ
る
日
本
古
典
文
学
の
翻
訳
が
刊
行
さ
れ
た
の
は
『
万
葉
集
』
（
グ
ル
ス
キ
ナ
・
’
九
七
二
）
、
『
枕
草

子
』
（
マ
ル
コ
ワ
・
’
九
七
五
、
’
九
八
三
）
、
『
竹
取
物
語
』
（
マ
ル
コ
ワ
・
’
九
七
六
）
、
『
落
窪
物
語
」
（
マ
ル
コ
ワ
・
’
九
七
六
）
、
『
方
丈

記
』
（
コ
ン
ラ
ッ
ド
）
、
『
伊
勢
物
語
』
（
コ
ン
ラ
ッ
ド
・
’
九
七
九
）
、
『
平
家
物
語
』
（
リ
ヴ
ォ
ー
ワ
・
’
九
七
九
）
、
『
大
和
物
語
』
（
エ
ル
マ

コ
ー
ワ
・
’
九
八
二
）
、
『
祝
詞
と
唱
名
』
（
エ
ル
マ
コ
ー
ワ
・
’
九
九
○
）
、
『
徒
然
草
』
（
ゴ
レ
グ
リ
ャ
ド
・
’
九
七
○
）
、
『
土
佐
日
記
』
（
ゴ

レ
グ
リ
ャ
ド
・
’
九
八
三
）
、
『
太
平
記
』
の
断
片
的
翻
訳
（
ゴ
レ
グ
リ
ャ
ド
）
、
『
蜻
蛉
日
記
』
（
ゴ
レ
グ
リ
ャ
ド
）
、
『
古
今
和
歌
集
』
（
ド
ー
リ

ン
）
、
世
阿
弥
の
「
風
姿
花
伝
』
（
ア
ナ
リ
ー
ナ
）
、
軍
記
の
研
究
（
ポ
ロ
ー
ニ
ナ
）
、
『
日
本
中
世
の
歴
史
物
語
』
（
デ
イ
ア
コ
ノ
ー
ヴ
ァ
の
研
究

論
文
）
、
『
源
氏
物
語
』
（
ソ
コ
ロ
ー
ワ
｜
｜
デ
リ
ュ
ー
シ
ナ
）
、
『
日
本
霊
異
記
』
（
メ
セ
リ
ャ
コ
フ
）
で
あ
る
。
メ
ー
リ
ニ
コ
ワ
は
数
年
前
に
サ
ン

ク
ト
・
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
国
立
大
学
の
先
生
で
あ
っ
て
、
現
在
同
志
社
大
学
で
働
い
て
い
て
、
『
更
級
日
記
』
を
翻
訳
、
解
説
し
た
が
、
未
だ
刊

行
す
る
こ
と
が
出
来
な
い
で
い
る
。

三
見
通
し
ｌ
結
論
に
代
え
て
－

ロ
シ
ア
に
お
け
る
日
本
中
川
史
研
究
（
ク
リ
モ
フ
）
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‐
も
立
た
な
い
。

三
人
、
ロ
シ
ア
国
立
図
書
館
に
一
人
の
専
門
家
が
い
た
。
日
本
研
究
は
主
に
東
洋
学
研
究
所
サ
ン
ク
ト
・
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
支
部
に
集
中
さ
れ
、

半
分
ぐ
ら
い
の
専
門
家
が
支
部
で
さ
ま
ざ
ま
な
研
究
を
行
っ
て
い
た
。
今
年
の
秋
、
五
人
し
か
残
っ
て
い
な
い
。
そ
の
う
ち
一
人
が
七
○
歳
を

過
ぎ
て
、
も
う
一
人
が
七
○
歳
に
近
く
、
後
の
一
一
一
人
は
四
三
歳
か
ら
四
九
歳
ま
で
で
、
大
学
院
生
は
一
人
も
い
な
い
。
三
人
の
内
、
一
一
人
が
日

本
の
大
学
で
研
修
し
て
い
て
、
一
人
し
か
サ
ン
ク
ト
・
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
市
に
残
っ
て
い
な
い
。
も
う
一
つ
大
き
な
研
究
、
特
に
教
育
セ
ン
タ
ー

で
あ
る
サ
ン
ク
ト
・
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
国
立
大
学
東
洋
学
部
で
一
○
人
の
内
か
ら
四
人
し
か
残
っ
て
い
な
く
て
、
大
学
院
生
は
一
人
も
い
な
い
。

そ
の
主
な
理
由
は
学
者
給
料
が
恥
ず
か
し
い
ほ
ど
低
い
せ
い
だ
。

エ
ル
ッ
ィ
ン
が
ロ
シ
ア
大
統
領
で
あ
る
限
り
、
ロ
シ
ア
の
経
済
が
回
復
し
な
い
限
り
、
ロ
シ
ア
も
ロ
シ
ア
に
お
け
る
日
本
学
も
何
の
見
通
し

法
政
史
学
鯖
β
十
一
号

一
一
一
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